
5.12010

広
報

特集 守ろう笑顔　育てよう豊かなこころ　未来に輝け！
ときっ子スマイル　……………　　2

お知らせ　……………………………　　6
福祉の話　……………………………　11
男と女のいきいきコラム　…………　12
土岐市教育『夢・絆』　………………　13
楽しく食育　…………………………　14
健康ガイド　…………………………　15
ときめきの瞬間　……………………　16

土岐市次世代育成支援対策地域行動計画
（後期計画）を策定とき

Toki Public Relations

1477



土岐市次世代育成支援対策地域行動計画（後期計画）を策定
　

日
本
で
は
、1
9
7
0
年
代
以
降
、出
生
率
の
低
下
傾
向

が
続
い
て
い
ま
す
。核
家
族
化
の
進
行
、共
働
き
家
庭
の
増
加

や
地
域
付
き
合
い
の
希
薄
化
な
ど
、子
育
て
を
め
ぐ
る
環
境

が
変
化
す
る
中
、子
育
て
を
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
の
み
で
抱
え

る
こ
と
は
難
し
く
な
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

国
は
、少
子
化
の
流
れ
を
変
え
る
た
め
、平
成
15
年
7
月

に「
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
」を
制
定
し
ま
し
た
。市

も
総
合
的
な
将
来
像
を
見
据
え
、地
域
の
特
色
を
生
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
中
で
、子
ど
も
の
成
長
と
子
育
て
を

地
域
全
体
で
支
援
し
、子
ど
も
が
尊
重
さ
れ
、子
育
て
が
大

切
に
さ
れ
る
社
会
を
計
画
的
に
構
築
す
る
た
め
の
指
針
と

し
て「
土
岐
市
次
世
代
育
成
支
援
対
策
地
域
行
動
計
画
」（
前

期
行
動
計
画
）を
策
定
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、国
に
お
い
て
は
、現
状
の
ま
ま
で
は
一
層
少
子
化

が
進
行
す
る
も
の
と
し
、平
成
19
年
12
月
に「
子
ど
も
と
家

庭
を
応
援
す
る
日
本
」重
点
戦
略
を
示
し
、就
労
と
結
婚
・
出

産
・
子
育
て
の
二
者
択
一
と
な
っ
て
い
る
構
造
を
解
決
す
る

た
め
に
は「
働
き
方
の
見
直
し
に
よ
る
仕
事
と
生
活
の
調
和

（
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
）の
実
現
」と
、そ
の
社
会
基
盤

と
な
る「
包
括
的
な
次
世
代
育
成
支
援
の
枠
組
み
の
構
築
」

を「
車
の
両
輪
」と
し
て
、同
時
並
行
し
て
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
、本
市
に
お
い
て
も
前
期
行
動
計
画

策
定
以
降
の
社
会
情
勢
の
変
化
や
国
の
動
き
に
対
応
し
、時

代
に
適
応
し
た
子
育
て
支
援
に
関
す
る
施
策
を
明
確
に
し
、

重
点
的
に
推
進
し
て
い
く
た
め
、こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き

た
事
業
の
見
直
し
を
行
い
、平
成
22
年
度
を
ス
タ
ー
ト
と
す

る「
土
岐
市
次
世
代
育
成
支
援
対
策
地
域
行
動
計
画
」（
後
期

行
動
計
画
）を
改
め
て
策
定
す
る
も
の
で
す
。

守ろう笑顔 育てよう豊かなこころ
未来に輝け！ ときっ子スマイル
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計
画
の
位
置
付
け

計
画
の
期
間

計
画
の
理
念

計
画
の
策
定
体
制

こ
の
計
画
は
、
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推

進
法
に
基
づ
く
市
町
村
行
動
計
画
と
し
て
位

置
付
け
、
国
が
示
し
た
「
行
動
計
画
策
定
指

針
」
に
基
づ
き
、
市
が
取
り
組
む
べ
き
対
策

と
達
成
し
よ
う
と
す
る
目
標
や
実
施
時
期
を

明
ら
か
に
し
、
財
政
状
況
を
考
慮
し
な
が

ら
、
集
中
的
・
計
画
的
に
取
り
組
み
を
推
進

し
ま
す
。
ま
た
、
市
の
第
五
次
総
合
計
画
や

関
連
の
分
野
別
計
画
と
の
整
合
・
連
携
を
図

り
ま
す
。

「
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
」
で
自

治
体
は
、
平
成
17
年
度
か
ら
5
年
間
を
1
期

と
し
た
行
動
計
画
を
定
め
る
も
の
と
し
て
い

ま
す
。
こ
の
計
画
は
5
年
ご
と
に
策
定
す
る

も
の
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
回
策
定

す
る
後
期
行
動
計
画
は
、
平
成
22
年
度
か
ら

平
成
26
年
度
ま
で
を
計
画
期
間
と
し
ま
す
。

次
世
代
育
成
支
援
対
策
に
関
す
る
基
礎
資

料
を
得
る
た
め
、
市
内
在
住
の
就
学
前
お
よ

び
小
学
校
に
就
学
す
る
児
童
の
保
護
者
を
対

象
と
し
た
「
次
世
代
育
成
支
援
に
関
す
る
ニ

ー
ズ
調
査
」
（
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
）
を
実
施

し
、
子
育
て
の
実
態
や
意
見
、
要
望
の
把
握

を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
把
握
で
き

な
い
市
民
や
地
域
の
実
態
を
よ
り
詳
し
く
把

握
す
る
と
と
も
に
、
幅
広
い
意
見
を
計
画
に

反
映
さ
せ
る
た
め
、
学
識
経
験
者
、
保
健
・

福
祉
関
係
者
、
教
育
関
係
者
、
子
育
て
に
関

す
る
活
動
を
行
う
地
域
活
動
団
体
な
ど
で
構

成
す
る
「
土
岐
市
次
世
代
育
成
支
援
対
策
地

域
協
議
会
」
を
設
置
し
、
計
画
の
内
容
な
ど

を
審
議
し
ま
し
た
。

「
守
ろ
う
笑
顔 

育
て
よ
う

　

豊
か
な
こ
こ
ろ 

未
来
に
輝
け
！　

　
　
　
　
　
　

と
き
っ
子
ス
マ
イ
ル
」

　

子
ど
も
は
、
未
来
を
築
き
社
会
を
担
う

〝
宝
〞で
す
。
彼
ら
が
自
分
ら
し
く
生
き
生
き

と
笑
顔
で
健
や
か
に
成
長
で
き
る
た
め
に
、

子
育
て
の
基
盤
は
家
庭
で
あ
り
、
親
が
重
要

な
役
割
を
担
う
こ
と
を
基
本
と
し
な
が
ら
、

さ
ら
に
、
地
域
や
社
会
全
体
で
子
育
て
家
庭

を
優
し
く
見
守
り
応
援
し
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
す
。

そ
こ
で
、
後
期
行
動
計
画
に
お
い
て
も
、

子
育
て
家
庭
に
お
け
る
多
様
化
、
複
合
化
す

る
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
子
ど
も
の
幸
せ

を
第
一
に
考
え
、
前
期
行
動
計
画
の
基
本
理

念
で
あ
る
「
守
ろ
う
笑
顔　

育
て
よ
う
豊
か

な
こ
こ
ろ　

未
来
に
輝
け
！　

と
き
っ
子
ス

マ
イ
ル
」
を
引
き
継
ぐ
こ
と
と
し
ま
す
。

土岐市次世代育成支援対策地域行動計画〈後期〉（平成22～26年度）

後期行動計画の策定（前期行動計画の見直し）

計画の体系に基づく現状・課題、方向性

子どもや親を取り巻く現状・課題

平成26年度までの具体的事業の実施計画
●新たな課題に基づく既存事業の見直し
●新規事業の位置付け 国に対して目標事業量の数値報告が義務付けされている事業

特定事業の目標事業量の設定

前期行動計画の検証

●平成17～21年度事業の評価
●新規事業

市役所関係各課
就学前・小学校に就学する児童の保護者を対象と
し、市民の子育てに関する意見・要望を把握する

次世代育成支援に関するニーズ調査

H17年度 H18年度 H19年度 H20年度 H21年度 H22年度 H23年度 H24年度 H25年度 H26年度

第五次土岐市総合計画（最終年度H27年度）

前期行動計画

後期行動計画見直し

▶
み
つ
ば
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー（
み
つ
ば
保
育
園
内
）「
遊
び
の
広
場
」の
様
子
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子ども自身の育ちを支えるま
ちづく

り

子どもの育ちと子育て家庭を地域
社会全

体で
支え
るま
ちづ

くり

子育て家庭を支えるまち
づくり

基本目標

2
基本目標

1

基本目標

3

主
な
事
業

▽
一
時
預
か
り
事
業　

▽
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
事
業　

▽
放
課
後

教
室

▽
妊
婦
健
康
診
査　

▽
プ
レ
マ
マ
ク
ラ
ス

▽
子
育
て
支
援
教
室　

▽
訪
問
事
業　
　

▽
乳
幼
児
等
福
祉
医
療
費
助
成
事
業

▽
小
・
中
学
校
教
育
相
談
員
設
置
事
業　

▽
小
・
中
学
校
施
設
の
開
放　

▽
青
少
年

育
成
市
民
会
議　

▽
公
民
館
活
動

主
な
事
業

主
な
事
業

次世代育成支援対策地域行動計画

子
育
て
を
し
て
い
る
す
べ
て
の
家
庭
が

子
育
て
に
伴
う
喜
び
を
実
感
で
き
る
よ
う

に
、
地
域
に
お
け
る
多
様
な
人
材
や
資
源

を
活
用
し
つ
つ
、
行
政
と
地
域
が
一
体
と

な
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
子
育
て
支
援
の
取
り

組
み
を
推
進
し
ま
す
。

安
心
し
て
健
や
か
な
子
ど
も
を
生
み
育

て
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
安
全
で
快

適
な
母
子
保
健
環
境
を
確
保
す
る
と
と
も

に
、
乳
幼
児
期
か
ら
思
春
期
ま
で
の
子
ど

も
の
健
や
か
な
発
育
発
達
を
支
え
る
た
め

の
保
健
事
業
や
小
児
医
療
体
制
の
充
実
を

推
進
し
ま
す
。

家
庭
・
学
校
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
、

子
ど
も
が
自
ら
学
び
考
え
、
主
体
的
に
行

動
で
き
る
力
を
は
ぐ
く
む
教
育
環
境
づ
く

り
と
と
も
に
、
次
代
を
担
う
若
者
が
家
庭

の
大
切
さ
や
子
ど
も
を
生
み
育
て
る
喜
び

を
理
解
で
き
る
よ
う
、
心
豊
か
で
創
造
性

を
は
ぐ
く
む
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

3つの視点と７つの行動計画

子ども自身の育ちを支えるまちづくり

子育て家庭を支えるまちづくり

子どもの育ちと子育て家庭を地域社会全体で支えるまちづくり

1
2
3

3つの
基本的な視点

　

基
本
理
念
で
あ
る「
守
ろ
う
笑
顔　

育
て
よ
う

豊
か
な
こ
こ
ろ　

未
来
に
輝
け
！　

と
き
っ
子
ス

マ
イ
ル
」を
実
現
さ
せ
る
た
め
、 

3
つ
の
基
本
的
な

視
点
と
7
つ
の
行
動
計
画
を
定
め
、地
域
に
お
け
る

子
育
て
支
援
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

子ども

家庭 地域社会

連携・協力

子
育
て
支
援

連携・協力

連携・協力

7
つ
の
行
動
計
画

母
性
な
ら
び
に

乳
児
お
よ
び
幼
児
な
ど
の

健
康
の
確
保
お
よ
び
増
進

地
域
に
お
け
る

子
育
て
の
支
援

子
ど
も
の
心
身
の

健
や
か
な
成
長
に
資
す
る

教
育
環
境
の
整
備
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基本目標

4
基本目標

5

基本目標

6
基本目標

7

▽
市
営
住
宅
の
供
給　

▽
歩
道
整
備
事
業

▽
公
園
、
緑
地
の
整
備

主
な
事
業

▽
交
通
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル　

▽
交
通
安
全

女
性
の
委
嘱　

▽
青
少
年
補
導
員
活
動

主
な
事
業

▽
家
庭
児
童
相
談　

▽
要
保
護
児
童
対
策

地
域
協
議
会　

▽
障
害
児
保
育
事
業　

▽
民
生
・
児
童
委
員
、
主
任
児
童
委
員

主
な
事
業

▽
男
女
共
同
参
画
啓
発
イ
ベ
ン
ト
の
開

催　

▽
パ
パ
マ
マ
ク
ラ
ス　

▽
延
長
保
育

事
業

主
な
事
業

子
育
て
家
庭
が
地
域
で
安
全
・
安
心
で

快
適
な
住
生
活
を
営
め
る
と
と
も
に
、
子

ど
も
や
子
ど
も
連
れ
が
心
理
的
な
負
担
感

や
不
安
感
を
持
つ
こ
と
な
く
、
伸
び
伸
び

と
自
由
に
行
動
で
き
る
よ
う
、
親
子
が
安

全
・
安
心
で
快
適
に
暮
ら
せ
る
生
活
環
境

の
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

働
き
な
が
ら
安
心
し
て
子
ど
も
を
生
み

育
て
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
多
様
な

ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
子
育
て
を

め
ぐ
る
環
境
づ
く
り
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
子
育
て
と
仕
事
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
取

れ
る
働
き
方
を
支
援
す
る
取
り
組
み
を
推

進
し
ま
す
。

子
ど
も
を
犯
罪
や
交
通
事
故
な
ど
か
ら

守
る
た
め
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
協
力

に
よ
る
子
ど
も
の
安
全
確
保
を
図
り
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
心
身
と
も
に
健
や
か
に

成
長
で
き
る
よ
う
に
、
す
べ
て
の
子
ど
も

の
基
本
的
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
環
境
づ
く

り
を
整
備
し
ま
す
。
ま
た
、
社
会
的
養
護

や
虐
待
を
は
じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
理

由
に
よ
り
保
護
を
要
す
る
児
童
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
広
く
「
す
べ
て
の
子
ど
も
と

家
庭
」
へ
の
支
援
を
進
め
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

児
童
課（
内
線
1
6
1
）

計画の推進に向けて
この計画は、福祉・保健・医療・教育・労働・まちづくりなど、幅広い分野で連携し取り組む必要があ

ります。
そこで、計画を適切に推進するため、市役所関係各課が施策の進行状況を把握するとともに「土岐市次

世代育成支援対策地域協議会」において、施策の推進や新たな課題に対する意見を聞き、今後の施策運営
に役立てていきます。
また、毎年１回、計画に基づく事業の実施状況を点検し、結果を公表するため、本紙や市ホームページ

への掲載などにより、広く皆さんにお知らせします。

国

市役所関係
各課

県
連携・協力連携・協力

子
育
て
支
援

子
育
て
支
援

土岐市

連携・協力連携・協力

連携・協力連携・協力

土
岐
市
次
世
代
育
成
支
援

対
策
地
域
協
議
会

す
べ
て
の
家
庭

（
子
ど
も
・
親
）

関係機関・団体・地域

福　祉保　健

教　育医　療

まちづくり生　活

情
報
交
換

情
報
共
有

子
育
て
を
支
援
す
る

生
活
環
境
の
整
備

職
業
生
活
と

家
庭
生
活
の
両
立
の
推
進

子
ど
も
な
ど
の

安
全
の
確
保

要
保
護
児
童
へ
の

対
応
な
ど
き
め
細
や
か
な

取
り
組
み
の
推
進

5



下
水
道
を
使
え
る
地
域
が
広
が
り
ま
し
た

平
成
22
年
3
月
31
日
か
ら
、
公
共
下
水
道
を
使
っ

て
い
た
だ
け
る
地
域
が
さ
ら
に
広
が
り
ま
し
た
。

こ
の
地
域
（
左
図
参
照
）
に
お
住
ま
い
の
方
は
、

風
呂
や
台
所
、
ト
イ
レ
な
ど
か
ら
の
排
水
管
を
一
日

も
早
く
下
水
道
に
接
続
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
す
で
に
使
用
で
き
る
地
域
で
、
ま
だ
接
続

が
お
済
み
で
な
い
方
も
、
快
適
な
生
活
環
境
を
築
く

た
め
、
一
日
も
早
く
工
事
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

合併処理浄化槽は、し尿と生活雑排水のすべてを浄
化できるため、下水道とともに環境衛生の保全に大き
く貢献しています。
市では、合併処理浄化槽を設置する方に設置費用の

一部を補助していますが、従来は住宅のみとしていた
補助の対象を、平成22年４月１日より、住宅以外の建
物にも拡大しました。
◆対象建物　長期間利用しない建物以外の建物
◆対象地区　下水道認可区域以外であり、農業集落排
水処理区域以外の地区
◆対象者　市税・上下水道料金・受益者負担金などを
滞納していない方

※注
補助の対象になる地区には例外があります。補助金

の申請をされる前には、設置される浄化槽が補助対象
に該当するかどうか、必ず下水道課にご確認くださ
い。
●補助金額は次の通りです。

人　　槽

５人槽

６～７人槽

８～５０人槽

補助金額

３３２，０００円

４１４，０００円

５４８，０００円

浄化槽設置補助対象を拡大しました

新たに使用できる
ようになった地域

以前から使用でき
る地域

下水道課（内線117）問い合わせ

下水道課からのお せ知ら
下石町 妻木町

駄知町
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月　日

5月24日(月)

5月25日(火)

定林寺公民館
10：00～10：20
駄知体育館
10：00～10：40

文化プラザ
10：40～11：30
曽木支所

11：00～11：20

文化会館
12：40～13：20
鶴里支所

11：40～12：00

泉が丘第一公民館
13：30～14：00
西部支所

13：20～14：00

肥田支所
14：20～14：50
妻木公民館
14：10～14：40

会　　場　・　時　　間

土
岐
市
連
合
自
治
会
で
は
4
月

9
日（
金
）、
市
役
所
で
平
成
22
年

度
の
総
会
を
開
催
し
、
新
年
度
の

事
業
計
画
や
役
員
構
成
な
ど
を
決

定
し
ま
し
た
。

同
会
は
、
市
内
8
町
の
自
治
会

か
ら
推
薦
さ
れ
た
代
表
者
34
人
で

組
織
さ
れ
、
地
域
住
民
と
行
政
を

結
ぶ
パ
イ
プ
役
と
し
て
地
域
の
皆

さ
ん
の
声
を
行
政
に
反
映
さ
せ
、

市
民
生
活
を
よ
り
よ
く
し
て
い
く

た
め
に
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

総
会
で
は
、
役
員
の
改
選
を
行

い
、
会
長
に
は
三
輪
洋
二
さ
ん

（
妻
木
町
）が
、
ま
た
副
会
長
に
は

兵
頭
輝
敏
さ
ん（
土
岐
津
町
）と
林

健
児
さ
ん（
肥
田
町
）が
選
出
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
理
事
に
は
次
の
皆

さ
ん
が
決
ま
り
ま
し
た
。

・
林　

光
政
さ
ん
（
下
石
町
）

・
梅
村
武
彦
さ
ん
（
鶴
里
町
）

・
日
比
野
壽
郎
さ
ん
（
曽
木
町
）

・
西
尾
勝
己
さ
ん
（
駄
知
町
）

・
野
村　

勲
さ
ん
（
泉
町
）

ま
た
、
長
年
に
わ
た
り
自
治
会

活
動
に
貢
献
し
て
い
た
だ
い
た
次

の
皆
さ
ん
に
、
土
岐
市
長
か
ら
感

謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

・
松
原
晃
正
さ
ん
（
土
岐
津
町
）

・
田
中
和
正
さ
ん
（
曽
木
町
）

・
鈴
木
成
亘
さ
ん
（
駄
知
町
）

・
小
林
勝
夫
さ
ん
（
肥
田
町
）

三輪洋二　会長兵頭輝敏　副会長林　健児　副会長

市
連
合
自
治
会

平
成
22
年
度
の
会
長
に
は

　
　
　

三
輪
洋
二
さ
ん（
妻
木
町
）が
就
任

生後91日を経過したすべての犬は、狂犬病予防法に
より、生涯１回の「登録」と、年１回の「狂犬病予防
注射」が義務付けられています。
狂犬病は、犬だけでなく人にも感染し、発症すると

助からない恐ろしい病気です。
下表の通り「狂犬病予防注射」と「犬の登録」を行

いますので、犬を飼っている方は、最寄りの会場へお
連れください。

◆注射料金　3,070円（ただし未登録の犬は、登録料
3,000円が別途必要になります）。
◆お願い　①はがきが送られてきた方は、必ずお持ち
ください。②料金は、釣り銭のないようにご用意くだ
さい。③犬が病気・高齢などの理由で、狂犬病予防注
射ができない場合は、獣医師から「狂犬病予防注射猶
予証明」を受け、東濃西部広域行政事務組合または市
環境課へ提出してください。

◆狂犬病予防注射日程表

狂犬病予防注射と犬の登録を行います
環境課（内線252）問い合わせ

▲平成22年度同会総会の様子
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◆
日
時　

5
月
11
日（
火
）〜
6
月

25
日（
金
）の
毎
週
火
・
金
曜
日
、

午
後
7
時
30
分
〜
9
時（
全
14
回
）

◆
場
所　

市
弓
道
場
（
西
部
体
育

館
裏
）

◆
対
象　

初
め
て
弓
道
を
経
験
さ

れ
る
方

◆
参
加
費　

3
千
円

◆
用
具　

協
会
で
用
意
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

市

弓
道
協
会
・
中
尾
和
弘
さ
ん
（
☎

○57　
6
2
8
0
）

◆
日
時　

6
月
5
日
〜
７
月
31
日

の
毎
週
土
曜
日
、
午
後
7
時
〜
9

時
（
全
９
回
）

◆
場
所　

市
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

◆
対
象　

高
校
生
以
上
の
方

◆
定
員　

30
人

◆
参
加
費　

3
千
円（
ボ
ー
ル
代
・

会
場
使
用
料
）

◆
申
し
込
み
方
法　

5
月
30
日

（
日
）ま
で
に
F
A
X
で
、
土
岐
津

公
民
館（　

○54　
8
1
7
0
）ま
た

は
土
岐
津
町
体
育
協
会
・
石
原
さ

ん（　

○55　
6
4
2
8
）へ
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

同
協
会
・
石
原

さ
ん
（
☎
0
9
0
　

ー　
8
4
5
9
　

ー　

7
4
9
0
）

◆
活
動
日
時　

毎
週
土
曜
日
、
午

後
1
時
〜
5
時

◆
活
動
場
所　

土
岐
津
小
学
校
体

育
館

◆
対
象　

市
内
在
住
の
小
学
1
〜

6
年
生

◆
年
会
費　

6
千
円　

※
登
録
・

加
盟
料
、大
会
参
加
費
な
ど
を
含
む
。

◆
そ
の
他　

随
時
見
学
可

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

市

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
・
榎
木
計
正

さ
ん（
☎
○54　
7
7
3
7
）

市
で
は
、
各
種
統
計
調
査
の
調

査
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
調
査

員
に
な
る
に
は
事
前
の
登
録
が
必

要
で
す
。
登
録
さ
れ
た
方
に
は
、

調
査
実
施
時
に
個
別
に
依
頼
を
し

ま
す
。
ま
た
、
10
月
1
日
に
予
定

さ
れ
て
い
る
国
勢
調
査
の
よ
う
な

大
規
模
調
査
で
は
、
調
査
員
の
不

足
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
統
計
調
査

の
仕
事
を
ご
希
望
の
方
は
、
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

◆
対
象　

次
の
要
件
を
満
た
す
方

▽
20
歳
以
上
の
方　

▽
税
務
・
警

察
・
選
挙
に
関
係
の
な
い
方　

▽
調
査
で
知
り
得
た
こ
と
な
ど
秘

密
の
保
持
が
で
き
る
方

◆
仕
事
の
内
容　

▽
説
明
会
へ
の

出
席　

▽
調
査
票
の
配
布
・
回

収
・
点
検
・
提
出

◆
報
酬　

調
査
に
従
事
す
る
ご
と

に
、
国
の
定
め
る
基
準
で
支
給
し

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　
総
合
政
策
課（
内

線
2
1
3
）

◆
日
時　

6
月
27
日（
日
）　

▽
甲

種
・
乙
種
第
4
類
＝
午
前
10
時
〜

▽
第
4
類
以
外
の
乙
種
・
丙
種
＝

午
後
1
時
30
分
〜

◆
場
所　

多
治
見
工
業
高
等
学
校

◆
申
し
込
み
方
法　

5
月
6
日

（
木
）〜
14
日（
金
）ま
で
に
、
市
消

防
本
部
ま
た
は
南
消
防
署
に
備
え

付
け
の
願
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
そ
の
他　

今
回
か
ら
電
子
申
請

に
よ
る
受
験
申
請
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。（
財
）消
防
試
験

研
究
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.shoubo-shiken.

or.jp

）

■
問
い
合
わ
せ　

市
消
防
本
部

（
☎
○53　
0
1
2
3
）

◆
物
件（
土
地
）　

▽
所
在
地
＝
駄

知
町
字
神
明
平
1
2
5
6
番
10

▽
現
況
＝
宅
地　

▽
数
量
＝
4
4

4
・
02
㎡　

▽
売
却
価
格
＝
3
5

0
万
円

◆
売
却
方
法　

先
着
順
に
よ
る
売

却◆
受
付
期
間　

6
月
14
日（
月
）ま

で■
問
い
合
わ
せ　

東
海
財
務
局
岐

阜
財
務
事
務
所
売
却
担
当
（
☎
0

5
8　
ー　
2
4
7　
ー　
4
2
5
2
）

◆
日
時　

①
点
訳
多
治
見
教
室
＝

6
月
9
日
〜
平
成
23
年
3
月
４
日

の
水
曜
日（
3
月
4
日
は
金
曜
日
）、

午
後
2
時
〜
4
時
（
全
28
回
）　

②
音
訳
可
児
教
室
＝
6
月
11
日
〜

平
成
23
年
3
月
4
日
の
金
曜
日
、

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分
（
全

28
回
）

◆
場
所　

①
ま
な
び
パ
ー
ク
た
じ

み　

②
可
児
市
福
祉
セ
ン
タ
ー

◆
対
象　

18
歳
か
ら
65
歳
ま
で
の

長
期
間
継
続
し
て
活
動
で
き
る
方

◆
定
員　

①
30
人　
②
20
人

◆
受
講
料　

無
料

◆
申
込
期
限　
5
月
31
日（
月
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

視

覚
障
害
者
生
活
情
報
セ
ン
タ
ー
ぎ

ふ（
☎
0
5
8　
ー　
2
6
3　
ー　
1
3
1

0
）

募
集

ご
案
内

弓
道
教
室
の
参
加
者

初
心
者
硬
式
テ
ニ
ス
教
室

の
生
徒

平
成
22
年
度
バ
レ
ー
ジ
ュ
ニ
ア

ク
ラ
ブ
会
員

統
計
調
査
員

第
１
回
危
険
物
取
扱
者
試
験

国
有
財
産
の
売
却

点
訳
・
音
訳
講
習
会

情報v_F
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◆
日
時　

6
月
9
日（
水
）午
後
0

時
30
分
〜
4
時
（
受
け
付
け
＝
正

午
〜
）

◆
場
所　

岐
阜
市
文
化
セ
ン
タ
ー

◆
対
象　

▽
平
成
23
年
3
月
に
大

学
・
短
大
・
高
専
お
よ
び
専
修
学

校
を
卒
業
予
定
の
方　

▽
平
成
22

年
3
月
に
大
学
な
ど
を
卒
業
し
た

未
就
職
の
方

◆
参
加
企
業
数　

約
1
0
0
社

◆
参
加
費　

無
料

■
問
い
合
わ
せ　

岐
阜
労
働
局
職

業
安
定
部
職
業
安
定
課
（
☎
0
5

8　
ー　
2
6
3　
ー　
5
5
1
9
）

◆
日
時　

5
月
25
日（
火
）午
後
4

時
10
分
〜
5
時
30
分

◆
場
所　

セ
ラ
ミ
ッ
ク
パ
ー
ク
Ｍ

Ｉ
Ｎ
Ｏ
・
１
階
国
際
会
議
場

◆
演
題　

「
激
動
す
る
世
界
経
済

と
地
場
産
業
の
行
方
」
〜
岐
阜
の

も
の
づ
く
り　M
ade

　in

　Japan

が
す
た
れ
ぬ
う
ち
に
〜

◆
講
師　

神
山
公
一
氏
（
大
東
化

工
㈱
取
締
役
会
長
）

◆
申
し
込
み
方
法　
5
月
15
日（
土
）

ま
で
に
、
F
A
X
で
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
（
社
）

多
治
見
法
人
会（
☎
○23　
5
5
3
8
・

　

○25　
0
8
6
6
）

◆
日
時　

5
月
18
日（
火
）午
後
4

時
30
分

◆
場
所　

セ
ラ
ミ
ッ
ク
パ
ー
ク
Ｍ

Ｉ
Ｎ
Ｏ

◆
演
題　

「
熱
湯
経
営
」
大
い
に

語
る
〜
活
力
あ
る
地
域
社
会
を
目

指
し
て
〜

◆
講
師　

樋
口
武
男
氏
（
大
和
ハ

ウ
ス
工
業
㈱
会
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）

◆
参
加
費　

無
料

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

名

古
屋
税
理
士
会
多
治
見
支
部
（
☎

○25　
4
4
4
4
・　

○25　
6
3
5
3
）

消
防
団
員
の
士
気
高
揚
と
訓
練

の
成
果
を
消
防
団
長
が
検
閲
す
る

と
と
も
に
、
地
域
防
災
の
担
い
手

と
し
て
期
待
に
応
え
る
消
防
団
の

訓
練
活
動
を
発
表
し
ま
す
。

◆
日
時　

5
月
23
日（
日
）午
前
9

時
〜
（
小
雨
決
行
）

◆
場
所　

浅
野
緑
地
（
肥
田
浅
野

双
葉
町
）

◆
内
容　

小
隊
訓
練
、
実
戦
操
法

な
ど

■
問
い
合
わ
せ　

市
消
防
本
部

（
☎
○53　
0
1
2
3
）

▶
前
回
の
団
長
閲
団
の
様
子

◆
日
時　

5
月
16
日（
日
）午
前
9

時
45
分
開
会
（
雨
天
中
止
）

◆
場
所　

市
総
合
公
園
野
球
場

◆
試
合　

土
岐
紅
陵
×
土
岐
商

▽
第
1
試
合　

午
前
10
時
〜

▽
第
2
試
合　

午
後
1
時
〜

■
問
い
合
わ
せ　

ス
ポ
ー
ツ
振
興

課
（
内
線
2
7
5
）

2
0
1
1
大
学
・
短
大
等
卒

業
者
採
用
企
業
合
同
説
明
会

名
古
屋
税
理
士
会
多
治
見

支
部
市
民
公
開
講
演
会

第
18
回
市
消
防
団
団
長
閲
団

市
長
旗
争
奪
高
等
学
校

野
球
大
会（
春
季
大
会
）

（
社
）多
治
見
法
人
会
公
開

講
演
会

県母子家庭等就業・自立センターでは、
県内在住の母子家庭のお母さんを対象に、
就業を支援するための講習会を開催します。
◆講習会の種別　▷ヘルパー２級講習
▷医療事務講習　※いずれか１つを選択
◆対象　母子家庭の母および寡婦
◆受講料　無料。ただし教材費は本人負担
◆申込期間　5月6日（木）～31日（月）
◆受講者の決定　面接により受講者を決定
し、6月30日ころ決定者に通知します。
●面接日時・会場
▷日時　6月11日（金）午前10時から午後4時
▷会場　東濃振興局恵那事務所（恵那市）
◆その他　受講者には母子家庭の母などに
対し就業を支援する「母子自立支援プログ
ラム策定事業」に協力していただきます。
■申し込み・問い合わせ　児童課（内線161）

近年、地球温暖化の緩和や土砂災害の防止など、山林の持
つ機能が注目されています。このような機能は、山林を適正
に管理育成することによって発揮されます。しかし、林業を
取り巻く厳しい状況から、間伐（間引き）などの適正な管理
育成がされずに山が荒れ、土砂流出による災害が起きそうな
山が多くなっています。
このため、市では、市内に山林を保有する方を対象に、山

林の管理育成のための費用を補助し、間伐を促進していただ
くために「土岐市間伐促進事業費補助金交付要綱」を定めま
した。

【補助金の計算例】
間伐１ヘクタール当たり、約15万円の費用が掛かった場合…
国および県からの補助が約11万円、市からの補助が約2万5千
円、山林所有者（個人）の負担額は…約1万5千円になります。

■申し込み・問い合わせ　農林課林務係（内線246）または陶
都森林組合（☎○68　3027）

あなたの山の「間伐」を支援します 就業支援講習会の受講者を
募集します

nfoｒmationi
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nformationi

土岐津公民館が新しくなり３年がたちました。この
間、生涯学習の中心的拠点を作りあげようと、自主講
座の開催に力を注ぎ、多くの社会教育関係団体を生み
出してきました。公民館が地域の方々から学習したい
ことを募り、開催する講座を決め、講師を探し、公民
館だよりで参加者を募集し、講座を開催します。活動
が軌道に乗って自主活動ができるようになってきたら、
社会教育関係団体として発展させていきます。現在で
は43の社会教育関係団体と、その予備軍の自主講座団
体を数団体抱えるまでになってきました。今後も、地
域の方々の要望を取り入れつつ新しい自主講座を立ち
上げ、ますます活発な生涯学習を展開していきたいと
考えています。
今年度は、年間に１～２日程度の短期間講座や、月

１回程度の講座などを用意することで、多くの方に公
民館へ足を運んでいただき、生涯学習の楽しさを紹介
していきたいと考えています。
公民館活動を活発にすることが、地域づくり、町づ

くりに貢献することだと考えています。

図
書
館
を
よ
り
安
全
、
快
適
な

施
設
と
す
る
た
め
、
今
年
度
、
耐

震
補
強
、
ア
ス
ベ
ス
ト
撤
去
お
よ

び
館
内
の
改
装
工
事
を
行
い
ま
す
。

工
事
期
間
中
は
大
変
ご
迷
惑
を

お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
工
事
に
伴
う
利
用
制
限
と
休
館

期
間

▽
第
１
期
＝
9
月
1
日（
水
）〜
30

日（
木
）ま
で
。
東
階
段
室
と
３
階

一
部
天
井
部
分
の
ア
ス
ベ
ス
ト
撤

去
工
事
の
た
め
、
３
階
は
使
用
で

き
ま
せ
ん
。
１
、
２
階
は
通
常
通

り
開
館
し
ま
す
。

▽
第
2
期
＝
10
月
1
日（
金
）〜
12

月
17
日（
金
）ま
で
。
耐
震
補
強
お

よ
び
館
内
改
修
工
事
の
た
め
全
館

休
館
し
ま
す
。

●
休
館
中
の
貸
し
出
し

休
館
中
も
電
話
や
メ
ー
ル
な
ど

で
借
り
た
い
本
を
お
聞
き
し
、
図

書
館
の
窓
口
や
各
地
域
の
配
本
所

で
お
貸
し
で
き
る
よ
う
対
応
を
検

討
し
て
い
ま
す
。

詳
細
が
決
ま
り
次
第
、
図
書
館

カ
ウ
ン
タ
ー
や
本
紙
を
は
じ
め
、

市
や
図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

市
図
書
館
（
☎

○55　
1
2
5
3
）

文
部
科
学
省
所
管
の（
財
）国
際

青
少
年
研
修
協
会
で
は
、
体
験
を

通
じ
て
お
互
い
の
理
解
や
交
流
を

深
め
、
国
際
性
を
養
う
こ
と
を
目

的
と
し
た
海
外
派
遣
事
業
の
参
加

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◆
内
容　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、
文
化
交
流
、
学
校
体

験
、
英
語
研
修
、
地
域
見
学
、
野

外
活
動
な
ど

◆
派
遣
先　

ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ

ス
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
カ
ナ
ダ
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
サ
イ
パ
ン
、
カ

ン
ボ
ジ
ア
、
フ
ィ
ジ
ー

◆
日
程　

7
月
23
日（
金
）〜
8
月

15
日（
日
）ま
で
の
8
〜
18
日
間

◆
対
象　

小
学
校
3
年
生
〜
高
校

3
年
生

◆
参
加
費　
19
〜
52
万
円　
（
共
通

経
費
は
別
途
）

◆
申
込
期
限　

6
月
4
日（
金
）お

よ
び
14
日（
月
）　

※
事
業
に
よ
り

異
な
り
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
（
財
）

国
際
青
少
年
研
修
協
会（
☎
0
3　
ー

6
4
5
9　
ー　
4
6
6
1
）

「ものづくり学舎」　土岐津公民館　

地域の特色ある公民館紹介

図
書
館
耐
震
補
強
等
工
事

と
臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

小
学
生
か
ら
高
校
生
の
た
め

の
夏
休
み
海
外
派
遣
事
業

～新公民館　３年を振り返って～
下石公民館は「楽習舎」の愛称で親しまれ、コンサー

トや音楽活動ができる施設として多くの方に利用され
ています。公民館講座やサークル活動も、音楽に関連
したものが多数あり、４～12月の第２土曜日の夜には
ミニコンサートを実施しています。中学生以下の子ど
もたちが出演する「ちびっこ音楽会」やクラシック、邦
楽、ミュージカルなどバラエティに富んだ内容で、音
楽を通じて多くの方々が交流する場となっています。
今月のミニコンサートは「新緑のコンサート」と題し、

「寿会の皆さん」のお琴の演奏、「ギターカンタービレ
の皆さん」による、マンドリン・ギターソロ演奏、オ
カリナの演奏など、それぞれの楽器が持つ個性豊かな
音色をお楽しみください。
新緑の美しいさわやかな季節、すてきな音楽で癒さ

れてみませんか？　ぜひ、ご家族やお友達を誘って、
気軽にお出掛けください。

～地域における音楽活動の拠点～

◆日　　　時：５月８日（土）午後７時開演
◆入　場　料：無料
■問い合わせ：下石公民館「楽習舎」（☎○57　5727）

その１ 「楽習舎」　下石公民館その２

がくしゅうしゃ
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一人ひとりが人権を
尊重する社会を目指して の

福祉課障害・給付係（内線152・153）問い合わせ

障がいをお持ちの方が、障害者自立支援法の障害
福祉サービスを受けるには、事前に障害程度区分認
定を受ける必要があり、この認定結果により支給さ
れるサービスの種類や支給量が決められます。
医療・保健・福祉の各分野に関する学識経験者で

構成される障害者自立支援認定審査会では、主治医
意見書や調査員の認定調査票などを基に、障害程度
区分（区分１～６）や認定の有効期間を判定します。
◆申請から認定までの流れ
①福祉課障害・給付係で支給申請をします。
②申請時に渡す主治医意見書に関する書類を、でき
るだけ早く主治医に提出してください。主治医が

市では、市民一人ひとりが人権を尊重する差別のな
い社会の実現を目指して、人権教育・人権啓発を推進
しています。昨年の10月には、市民が求める人権施策
の方向性を把握し、「土岐市人権施策推進指針」の策
定や今後の人権教育・人権啓発に関する検討資料とす
るために、人権に関する市民意識調査を実施しました。
そこで、その調査結果をお知らせします。

〈市民意識調査の概要〉

〈回答の要約（各問とも上位から）〉
人権全般についての意識

◆関心のある人権問題は…「高齢者の人権問題」（39.3
％）、「障がい者の人権問題」（29.7％）、「子どもの人権問
題」（27.5％）の順でした。

◆市で整備されていると思う人権環境は…「子ども」
（29.8％）、「高齢者」（24.9％）、「女性」（22.1％）、「障が
い者」（19.0％）の順でしたが、「高齢者」、「障がい者」の
項目では、整備されていないという回答が、整備されて
いるという回答を上回りました。
人権侵害の経験について

「大いに感じたことがある」（7.2％）、「少し感じたこと
がある」（24.6％）を合わせた回答が３割強ありました。
内容別では、「家庭・地域でのプライバシー侵害」
（32.1％）、「職場における採用・昇格時の差別待遇」
（25.6％）、「名誉、信頼などの棄損、侮辱」（24.4％）の順
でした。
人権侵害への対応について

「家族に相談する」（57.2％）、「友人に相談する」（32.9
％）、「警察に相談する」（32.3％）となり、女性では「家
族に相談する」（70.2％）という回答が多い特徴があり
ます。年齢別では、「友人に相談する」という回答が若年
齢層ほど多く、加齢とともに減少傾向にあります。

※調査結果は、市ホームページでもご覧になれます。

第13回目は【障害者自立支援法による障害福祉サービス】についてです。

◆主な障害福祉サービス
介　護　給　付

●居宅介護　●短期入所　●重度訪問介護　●療養介護　●行動援護　●生活
介護　●施設入所支援　●児童デイサービス　●共同生活介護（ケアホーム）
●重度障害者等包括支援

訓練などの給付
●自立訓練　●就労移行支援
●就労継続支援　●共同生活
援助（グループホーム）

調査期間　　平成21年10月16日～10月29日

調査対象　　20歳以上の市民（無作為抽出）

調査人数　　2,000人

回　答　率　　53.6％（有効回答者数1,070人）

作成した意見書は、直接市役所に届きます。
③調査員が自宅などに伺い、心身の状況などを、本
人や家族などから聞き取り調査を行います。

④月に１回審査会を開催し、主治医意見書や調査結
果を基に認定区分と有効期間を判定します。

⑤審査会の結果を受けて障害程度区分やサービスの
種類と支給量が決定され、障害福祉サービス受給
者証が交付されます。

⑥サービスを受けたい事業者（事業所）と打ち合わ
せ後に契約を結び、サービスを利用します。なお、
利用者負担は原則１割です。

広報とき　2010.5.111



消防本部・☎○53　0123

住宅火災から大切な生命を守るために、
住宅用火災警報器を設置してください

皆
さ
ん
の
声

市
で
は
、
平
成
16
年
3
月
に
「
土
岐
市

男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、
今

年
度
は
プ
ラ
ン
実
施
期
間
の
7
年
目
に
入

っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
本
紙
3
月
15
日
号
と
同
時
配

布
の
チ
ラ
シ
で
〜「
土
岐
市
の
男
女
共
同

参
画
」
に
つ
い
て
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
〜
を
全
戸
配
布
し
た
と
こ
ろ
、
皆
さ

ん
か
ら
「
土
岐
市
の
男
女
共
同
参
画
」
に

つ
い
て
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し

た
の
で
、
そ
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

●
若
い
既
婚
男
性
は
、
男
女
共
同
参
画
の

意
識
は
高
い
が
、
「
家
事
分
担
」
や

「
育
児
参
加
」
な
ど
で
、
何
を
ど
う
し

た
ら
良
い
の
か
分
か
ら
な
く
て
、
一
歩

踏
み
出
せ
ず
に
い
る
人
が
多
い
と
思
い

ま
す
。
家
庭
が
協
力
し
て
営
む
「
新
し

い
家
庭
づ
く
り
」
講
座
を
開
催
し
て
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
。

●
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
、
広
報
な
ど

で
い
ろ
い
ろ
お
知
ら
せ
が
あ
り
ま
す
が
、

ど
れ
く
ら
い
関
心
を
持
っ
て
読
ま
れ
て

い
る
で
し
ょ
う
か
？
男
女
共
同
参
画
に

つ
い
て
「
知
ら
な
い
」
と
い
う
人
も
ま

だ
多
い
よ
う
で
す
。
今
後
も
い
ろ
い
ろ

な
機
会
に
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
ア

ピ
ー
ル
さ
れ
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

●
男
女
共
同
参
画
社
会
の
意
味
を
表
面
上

だ
け
で
な
く
、
も
っ
と
分
か
る
よ
う
に

伝
え
て
ほ
し
い
。
わ
が
家
で
は
「
老
後

豊
か
に
生
き
て
い
き
た
い
」
を
い
つ
も

口
に
し
て
い
ま
す
。
も
っ
と
視
野
を
広

げ
、
い
か
に
し
た
ら
家
族
・
夫
婦
が
豊

か
に
、
そ
し
て
老
い
て
い
け
る
か
考
え

ら
れ
る
土
岐
市
に
し
て
ほ
し
い
。

●
女
性
が
子
育
て
か
ら
手
が
離
れ
た
と
き

に
就
職
で
き
る
施
策
を
進
め
て
ほ
し
い
。

ま
た
、
各
審
議
会
に
広
く
市
民
の
声
が

取
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
公
募
を
多
く
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

●
男
性
と
女
性
の
性
差
を
認
め
た
上
で
の

「
男
女
共
同
参
画
」
で
な
い
と
う
ま
く

進
ま
な
い
の
で
は
な
い
か
。
個
性
と
能

力
は
千
差
万
別
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
持
つ

も
の
が
十
分
生
か
さ
れ
れ
ば
良
い
と
思

う
。
女
性
の
参
画
率
が
低
い
と
見
る
な

ら
、
適
任
の
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
が

ま
ず
必
要
で
す
。
若
い
人
た
ち
の
現
実

の
認
識
は
、
市
の
プ
ラ
ン
よ
り
先
を
走

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

市
で
は
、
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
貴
重
な

ご
意
見
を
検
討
し
、
男
女
共
同
参
画
社
会

の
実
現
を
目
指
し
て
今
後
の
施
策
、
事
業

を
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

VOL.70

市消防本部が１年間に出動する件数は、火災や救急
出動などを合わせて、約2,500件を数えます。皆さん
もサイレンを鳴らして市内を走行する消防車や救急車
を見たことがあるのではないでしょうか？
私たちは、少しでも災害の被害を小さくするため、

また、助かるはずの命を救うため、いち早く現場へ到
着できるよう、細心の注意を払い出動しています。
しかし、最近の自動車は居住性が向上し、サイレン

音がなかなかドライバーへ伝わらず、緊急車両に気付
くことが遅れる傾向があります。また、気付いてもど
のように道を譲っていいのか迷ってしまい緊急車両の
進行を妨げるなど、１分１秒を争っている隊員にとっ
て危険を感じるばかりか、到着時間が遅れることにも
つながります。
ここで、緊急車両に遭遇した場合の、基本的な道路

の譲り方のポイントをお知らせします。

◆緊急車両に気付くためには
①バックミラーなどで自分の車の周りに注意を払
ってください。
②外の音が聞こえるよう、オーディオの音量を上
げ過ぎないようにしてください。

◆緊急車両に気付いたら
①道路の左側に寄って道を譲ってください。
②交差点付近の場合は、交差点内を避け手前で停
車し、道路を譲ってください。
③緊急車両のアナウンスに従ってください。

安全により早く、消防車や救急車が到着できるよう、
皆さんのご協力をお願いします。

出動中の緊急車両にご協力を
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夢
絆

土岐市
教育 MYスクールレポート

「今の泉中ではアンクルソックスをはいている人
とハイソックスをはいている人が混在していること
が示しているように、身だしなみに対して大きな意
識のズレがあります。また、あいさつでは大きな声
で気持ち良くできる人とそうでない人がいます。昨
年度の３年生の先輩方は『脱泉中基準』を合言葉に、
これまでの泉中の姿を変えようと努力してこられま
した。この動きを学校全体の大きな渦にして、泉中

生がどこへ行っても通用するような身だしなみで生
活ができるようにしていきたいと思います。そのた
めに、前期ではまず、これまでバラバラだった靴下
や制服・ジャージの決まりをもう一度整理し、どこ
へ行っても通用する新しい泉中基準を作っていきた
いと思います。同時にさわやかなあいさつが広がる
泉中になるように、執行部から率先してあいさつを
していきます」

本紙４月１日号で、学校給食で学ぶ６つのことを紹
介しました。今月はその中から、２つについて説明し
ます。

❶食事の重要性
食事は人間が生きていくために欠かせません。食
事は気持ちを静め、心を豊かにします。
給食では、行事食や子どもの希望メニューなどを
取り入れ、楽しい給食の時間になるよう工夫してい
ます。

❷健康に良い食事の取り方
栄養のバランスの取れた給
食を通して、好き嫌いなく食
べること、かむこと、１日３
食食べることの大切さなどを
学び、自分で自分の健康を管
理する実践力を身に付けます。

タケノコのようにぐんぐん大き
くなってほしい、そんな思いを
込めて、子どもの日の行事食と
して取り入れます。

食育と学校給食２

新しい泉中基準の確立

泉中学校

泉中学校でも、
一昨年度からペ
ットボトルキャ
ップの回収活動
を行っています。
また、地域のコ

ンビニエンスストアにキャップ収集の依頼を
しており、定期的に回収しています。
平成22年１月現在で182㎏集まりました。

これは約109人分のポリオワクチン代に相当
し、これらのキャップを燃やした時に排出さ
れるCO2が574㎏削減できました。

泉中学校では現在、毎月９の付く日の早朝に校内ボランテ
ィア清掃『クリーンデイ』を行っています。
この活動の発端は、過去の生徒会執行部の先輩方が夏休み

を利用して自主的に校舎内の壁の汚れや机の落書きをペンキ
や消しゴムなどで消す活動を行ってくださったことです。そ
の思いを広げようと給食の放送を
使って全校に発信した日が９日だ
ったことから、９の付く日に行う
ようになりました。
現在は生徒会執行部と生徒議会、

広報局、美化委員会と有志生徒が
中心となって活動を続けています。 ▲クリーンデイの活動の様子

エコキャップ クリーンデイ

【材料】
かつお節………　　2ｇ
タケノコ………　10ｇ
ワカメ…………　　1ｇ
チンゲン菜……　15ｇ
シメジ…………　10ｇ
薄口しょうゆ…　　5ｇ
みりん…………　　1ｇ
塩………………　0.1g

【作り方】
①かつお節でだしを取る。
②ワカメは洗って戻しておく。
③シメジはほぐし、タケノコは短冊、
チンゲン菜は１cmくらいに切る。

④鍋にだし汁を入れ、タケノコ、シ
メジ、ワカメを入れ、みりん、薄
口しょうゆ、塩で味を整え、最後
にチンゲン菜を加えて火を止める。

※生のタケノコは、米ぬかでゆでて
あくを取って使います。できるだ
け新鮮なうちに使いましょう。

若竹汁

前期生徒会長の竹内紫流さんに、公約『新しい泉中基準の確立』に込めた想いを聞きました。

広報とき　2010.5.113
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み ん な で楽しく食育！

地域包括支援センターです

楽しく食育！楽しく食育！

口は「食べる・話す・表情を豊かにする」といった、元気で楽しい生活を送るためにとても大切な機能を持っ
ています。しかし高齢になると、虫歯や歯周病だけでなく、だ液の分泌が減少したり飲み込みにくくなるなど口
腔機能が衰えてきます。
だ液の分泌が減少すると口が渇きやすくなり、口臭や誤嚥性肺炎の原因となります。
このようなことを防ぐために、口の手入れや口腔の機能訓練で元気な口腔を維持し、生き生きとした毎日を送

りましょう。

日本食は、健康食として世界的にも注目されていま
す。日本食の基本は、米を主食として、豆類や魚介類
などの主菜、旬の野菜や海藻、キノコがたっぷりの副
菜や汁物の「一汁三菜」で構成され、私たちが必要と
する糖質、タンパク質、脂質、ビタミン、ミネラルを
バランスよく含んでいます。この栄養バランスのよさ
が日本人の長寿を支えているのです。
ところが最近は、このような日本食の習慣が一部で

崩れ、食の欧米化が進み、肉や脂の摂取が増え、若い
世代にも生活習慣病が増えています。
そこで、もう一度日本食を見直してみましょう！

誤嚥性肺炎とは・・・
食べ物やだ液などが食道ではなく気管に入ってし

まうことを誤嚥といい、それによって肺に細菌が増
えて起こる肺炎を誤嚥性肺炎といいます。誤嚥性肺
炎は高齢者にとって死亡率の高い恐ろしい病気です。
誤嚥性肺炎を予防するには、口のお手入れが大切

です。
・毎食後、必ず歯を磨きましょう
・義歯は外して磨きましょう
・定期的に歯科医で検診を受けましょう

○しっかりよくかんで食べましょう
筋肉が鍛えられ、かむ機能・飲み込む

機能が高まります。かむことで脳が活性
化し、認知症予防にもつながります。
○おしゃべりをしましょう
話すことは舌、くちびる、ほお、のどなどの良い運動

になります。
○歌をうたいましょう
歌うことは話すこと以上に良い口の運動です。早口言

葉も口やその周りの機能を鍛える良い運動になります。

えん

和食を見直しましょう！

ま
ご
は
や
さ
し
い

お米を中心とした主食に、「一汁」は野菜や海藻、
キノコ、イモを使ったみそ汁やお吸い物、「三菜」は
主菜１品（魚・大豆製品・肉・卵）に副菜２品（野菜・
キノコ・海藻・イモ）の３つのおかずを組み合わせた
ものです。
毎食そろえるのは大変かもしれませんが、忙しいと

きは一汁一菜、一汁二菜でもよいので、食事の中に手
作りの和食を取り入れましょう。また、次の『まごは
やさしい』食材も取り入れるよう心掛けましょう。

：豆類（豆腐・納豆・みそ）
：ゴマ
：ワカメ（海藻類）
：野菜　
：魚
：シイタケ（キノコ類）
：イモ類

次回は　…　食育の日について紹介します。

えん

くうこう

2010.5.1　広報とき 14

「一汁三菜」とは？

口は元気の源～口腔ケアの話～

福祉課内（内線159・160）



●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　健康に関する情報は、市ホームページでもご覧になれます。　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

保健センター（すこやか館内）　☎○55　2010問い合わせ

対　　象：乳幼児の保護者・市民
日　　時：①５月24日（月）　午前10時～11時30分

　　午後　１　時30分～　３　時
　　②５月28日（金）　午前10時～11時30分

場　　所：保健センター
相　談　員：保健師、管理栄養士
※みそ汁の塩分測定を希望の方は、当日朝の「みそ汁」を
50ml程お持ちください。

乳幼児健康相談・食事相談・みそ汁の塩分測定

対　　象：４カ月健診を受けられたお子さんの保護者
日　　時：５月27日（木）　午後　１　時～　３　時30分
場　　所：保健センター
定　　員：20人（先着10人まで託児可能）
持　ち　物：エプロン、三角巾、筆記用具
締め切り：５月25日（火）

もぐもぐ（離乳食）教室

対象：平成21年５月以前に生まれた２歳未満のお子さん。該
当するお子さんは、５月17日（月）までに保健センターへお
申し込みください。
※麻しん、風しん両方に、確実にかかったことがある方は、
対象ではありません。

第１期　麻しん・風しん混合予防接種
（医療機関での個別接種)

★注

対象：平成22年１月以前に生まれた７歳半未満のお子さん
①平成22年１月生まれのお子さんは、保健センターで実施
するＢＣＧ予防接種時に申し込みの受け付けをします。

②平成21年12月以前に生まれた７歳半未満のお子さんで、
３種混合予防接種を３回接種したことがなく、今までに
申し込みをされていない場合は、５月17日（月）までに保
健センターへお申し込みください。

③平成21年５月までに３種混合予防接種（初回）を３回接種
終了されているお子さんは、追加接種を５月17日（月）ま
でに保健センターへお申し込みください。

※百日せきと診断されたことがある場合は、保健センター
へご相談ください。

３種混合予防接種〔初回・追加〕
〈ジフテリア・百日せき・破傷風〉
（医療機関での個別接種）

★注

対象：▷第３期＝中学１年生（平成９年４月２日～平成10
年４月１日生まれ）　▷第４期＝高校３年生相当の年齢に
なる方（平成４年４月２日～平成５年４月１日生まれ)

予防接種法施行規則の改正により、平成20～24年度の５
年間に限り、その年度に中学１年生および高校３年生相当
の年齢になる方を対象に、麻しん・風しん混合予防接種を
することになりました。対象の方には個別通知でお知らせ
します。該当する方は、５月17日（月）までに保健センター
へお申し込みください。
※麻しん・風しん両方にかかったことがある場合、および
今までにそれぞれのワクチンを２回接種したことがある
場合は、今回の接種はできません。

※個別予防接種の申し込みは、保健センターへＦＡＸ（○53　
0095・送信後の電話確認をお願いします）、市のホーム
ページまたは直接窓口でお申し込みください。

※接種は６月からですが、５月25日（火）以降に申し込みさ
れた医療機関で接種日時を予約の上、接種してください。

※接種前には、市が配布した「予防接種と子どもの健康」
をよく読み、予診票に必要事項を記載し、母子健康手帳
を持ってお出掛けください。

第3期・第4期　麻しん・風しん混合
予防接種（医療機関での個別接種）

★注

★注

対　　象：妊婦さん
日　　時：６月１日（火）　午前10時～午後　１　時
場　　所：保健センター
定　　員：20人（先着順）
持　ち　物：エプロン、三角巾、筆記用具、母子健康手帳
締め切り：５月25日（火）

マタニティクッキング

対　　象：不眠・ふさぎ込む・怒りっぽい・認知症などで
お悩みの方

期　　日：①５月25日（火）
②５月28日（金）

時　　間：午後　１　時～　３　時
場　　所：①東濃保健所

②保健センター
備　　考：要予約　東濃保健所（☎○23　1111・内線362）

または保健センター

こころの健康相談

対　　象：市民
日　　時：６月３日（木）　午後１時15分～２時
場　　所：保健センター
内　　容：血圧測定・尿検査など
※禁煙相談をご希望の方は、事前に電話でお申し込みくださ
い。相談日以外でも受け付けしますので、ご相談ください。

健康相談・禁煙相談

対　　象：①泉町　　　　　　②駄知町
③鶴里町・曽木町　④肥田町
⑤土岐津町　　　　⑥妻木町・下石町

期　　日：①6月　2　日(水)・6月23日(水)
②6月　3　日(木)　③6月　4　日(金)
④6月　7　日(月)　⑤6月16日(水)
⑥6月29日(火)

時　　間：午前10時～午後１時
場　　所：①保健センター　②駄知公民館

③鶴里公民館　　④肥田公民館
⑤保健センター　⑥妻木公民館

定　　員：20人（先着順）
持　ち　物：エプロン・三角巾・筆記用具
締め切り：開催日の１週間前までに保健センターへお申し

込みください。

食生活改善講習会

広報とき　2010.5.115

楽しく食育！楽しく食育！



表紙の
一枚

発行・編集 土岐市役所秘書広報課広報広聴係
〒509-5192　土岐市土岐津町土岐口2101
☎○54　1111・内線186

ときめきの瞬間
―　身近な話題をお届けします　―

ギフチョウ観察会

園児がホタルの幼虫を放流

山神保育園では、4歳児の26人が、園の隣を流れる
大平川にゲンジボタルの幼虫を放流しました。放流し
たのは、地域の方が昨年の夏から育てたホタルの幼虫
400匹と、餌になるカワニナ200匹で、園児はホタル
の成長を願って「大きくなってね」と声を掛けながら
川に流していました。

われら　「緑の少年団」

鶴里小学校の５・６年生の児童27人が、鶴里生産
森林組合員から指導を受けながら、地元の山に植林さ
れたヒノキの枝をのこぎりで切るなど、森林整備作業
を体験しました。同町では、6年生の児童が中心に
なった「緑の少年団」が毎年、同組合員とともに森林
整備作業を行っています。

はなの木大学クラブ発表

平成21年度はなの木大学閉校式とクラブ発表が、市
文化プラザでありました。はなの木大学は65歳以上の
方が対象の高齢者大学で、この日は430人が1年間の
学習を終えました。式後には、囲碁や写真、コーラス、
健康体操など各クラブによる活動紹介や発表会があり、
皆さんは日ごろの成果を存分に披露しました。

この時期しか見られず、その美しい姿から『春の
女神』とも呼ばれるギフチョウの観察会が、陶史の
森内のチョウの館で行われました。市内外から訪れ
た親子連れなど60人の参加者は、カタクリやサク
ラの花のみつを吸うチョウの様子を観察したり、写
真撮影をして楽しんだ後、同森に放ちました。

４月６日（火）

４月15日（木）

４月７日（水）

４月４日（日）
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